
 
 

 

 

「災害情報の伝達に関する協定」の締結 

 

 
 

 

 

 

 

 

 １ 協定内容 

ＪＰＶＡが、消防庁を経由して災害に関する情報の提供を受け、これら

の情報をＪＰＶＡのシステムにより、加盟事業者が管理運営する国内の大

型ビジョンに表示することにより、一般に広く情報提供すること。 

 

 

 ２ 協定締結日 

   令和４年３月９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 29 日 
消    防    庁 

 全国瞬時警報システム(以下「Ｊアラート」という。)で配信する情報等

について、一般に広く提供することを目的として、消防庁と一般社団法人

日本パブリックビューイング協会(以下「ＪＰＶＡ」という。)との間にお

いて、災害情報の伝達に関する協定を締結することとしましたのでお知ら

せします。 

（連絡先） 

消防庁国民保護室、国民保護運用室 

担当：安西、栗山、山田、眞野、戎、稲田 

TEL:03-5253-7551 FAX：03-5253-7543 



参考 

 

 

Ｊアラート情報の活用について 

 

一般社団法人日本パブリックビューイング協会 

 

  一般社団法人日本パブリックビューイング協会（以下「ＪＰＶＡ」とい

う。）は、大型ビジョンの管理運営事業者（以下「ＪＰＶＡ加盟事業者」と

いう。）が加盟する団体です。公共的使命と社会的な責任を認識し、法令遵

守義務はもとより、公序良俗に従った屋外メディアとして、文化の普及と向

上に努め、平和で民主的なよりよい社会環境、地球環境の実現と、公共の福

祉に貢献することを命題とした番組制作、編成、放送する事業者によって構

成されています。 

 

この度、大型ビジョンが設置された地区で公共情報の発信機能としての役

割を果たせるように消防庁とＪＰＶＡが「災害情報の伝達に関する協定」を

締結することにより、ＪＰＶＡ加盟事業者は、Ｊアラートを通じて提供され

る情報（以下「Ｊアラート情報」という。）について、主要都市部のランドマ

ークとなる大型ビジョンへ自動配信することが可能になります。このことに

より、今までＪアラート情報を利用しにくかった屋外メディアでも、その情

報を容易に利用できるようになり、人々に対し、情報伝達が進むことを期待

されます。 

 

発信するＪアラート情報については、日本人だけでなく、都市へ来訪する

外国人に対しても、多言語放映を行います。多言語放映については、日本語   

を含む、英語、中国語（簡体字）、韓国語の４か国語表記で対応します。 

 

Jアラート情報（４か国語）の表示例 

 

 

 

 

  



■全国瞬時警報システム （Ｊアラート）情報の放映を実施する大型ビジョン

（１０か所） 
 

新宿アルタビジョン      （新宿区）新宿3-24-3 スタジオアルタ壁面 

原宿表参道ビジョン      （渋谷区）神宮前6-4-1 原宿八角館ビル壁面 

109フォーラムビジョン      （渋谷区）神南1-23-10 MAGNET by SHIBUYA109壁面 

誠志堂ビジョン       （港区）六本木7-14-10 誠志堂ビル壁面 

あだちスマイルビジョン      （足立区）千住2-59  JR北千住駅西口金子ビル壁面 

エキサイトビジョン大宮アルシェ （さいたま市）桜木町2-1-1 アルシェビル壁面 

トンボリステーション      （大阪市）中央区道頓堀1-9 ベルスードビル壁面 

博多どんたくビジョン      （福岡市）博多区博多駅中央街 

ＮＡＧＹ           （名古屋市）中村区椿町7-1  OVA21ビル壁面 

札幌パルコビジョン      （札幌市）中央区南1条西3-3 札幌パルコ壁面 

 

■Jアラート情報放映イメージ 

 

 

 



■PublicViewer＝都市に「資する」「寄り添う」メディア 

 

 
ＪＰＶＡの運用開始までのスケジュール 

 令和４年３月  災害情報の伝達に関する協定を締結 

災害情報伝達法人として認定 

     ４月  Jアラート情報放映（本番）開始 

 

 

 

 

 

 

 


